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三
月
二
十
二
日
（
月
）、

南
吉
は
七
十
八
回
目

の
命
日
を
迎
え
ま
し

た
。半
田
市
で
は
こ
の
日
を「
貝

殻
忌
」
と
名
付
け
、
毎
年
式
典

や
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
二
月
十
一
日
（
木
）

～
三
月
二
十
二
日
ま
で
郵
便
・

メ
ー
ル
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
南
吉

を
偲
ぶ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
イ
ラ
ス

ト
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
五
十
五
通
、
イ
ラ
ス
ト

二
十
枚
が
届
き
、
た
く
さ
ん
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
も
の
は

全
て
記
念
館
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
飾
り
（
写
真
①
）、
命
日
当

日
、
南
吉
の
墓
前
に
供
え
ま
し

た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
＃
南
吉

没
後
78
年
貝
殻
忌
」
と
検
索
す

る
と
、
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
「
貝
殻
忌
」
前
後
の
記
念

館
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
取
り
組
み

と
し
て
、
今
回
は
献
花
の
代
行

も
行
い
ま
し
た
（
写
真
②
）。

　

さ
ら
に
「
貝
殻
忌
」
の
名
前

に
ち
な
ん
で
、
折
り
紙
で
作
っ

た
貝
殻
の
募
集
も
し
ま
し
た
。

主
に
来
館
さ
れ
た
方
に
お
願
い

し
て
自
由
に
折
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
三
月
十
二
日
（
金
）

に
、例
年
な
ら
式
典
で
「
貝
殻
」

の
歌
を
披
露
し
て
く
れ
る
地
元

の
つ
ば
さ
幼
稚
園
の
子
ど
も
た

ち
が
、
園
や
お
う
ち
で
折
っ
た

約
五
百
個
も
の
貝
殻
を
持
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
（
写
真
③
）。

ほ
か
に
も
個
人
の
お
客
様
か
ら

郵
送
や
直
接
持
ち
込
み
が
あ
っ

た
ほ
か
、
静
岡
県
の
焼
津
市
立

和
田
小
学
校
か
ら
段
ボ
ー
ル
箱

で
の
応
募
が
あ
る
な
ど
、
全
部

で
一
一
九
六
個
の
貝
殻
が
集
ま

り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
開
催

で
き
な
く
と
も
、
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
と
て
も
賑
や
か
な

「
貝
殻
忌
」
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
今
回
の
「
貝
殻
忌
」
に

寄
せ
て
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
山
根
基
世
さ
ん
が
南
吉

の
詩
「
貝
殻
」
を
朗
読
し
て
く

だ
さ
い
ま
し

た
。
ぜ
ひ
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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第
二
章　

漫
画
家
・
三
浦
よ
し
木

第
三
章　

小
説
「
花
を
埋
め
る
」
と
そ
の
舞
台

第
四
章　

作
品
に
描
か
れ
た
「
遊
び
」
と
「
恋
」

　

小
説
「
花
を
埋
め
る
」
は
、

新
美
南
吉
が
安
城
高
等
女
学
校

で
教
諭
を
し
て
い
た
昭
和
十
四

年
、
哈ハ

ル爾
賓ピ
ン

日
日
新
聞
に
発
表

し
た
作
品
で
す
。
そ
の
内
容
は

主
人
公
の
「
私
」
が
、
幼
い
頃

に
少
女
の
「
ツ
ル
」
た
ち
と
興

じ
た
〝
花
を
埋
め
る
〟
遊
び
に

つ
い
て
、「
ツ
ル
」
へ
抱
い
て

い
た
恋
心
と
と
も
に
回
想
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
年
二
月
、
愛
知
県
が
主
催

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト「AICH

I

⇆O
N

LI
N

E

」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
こ

の
「
花
を
埋
め
る
」
を
原
作
と

し
た
読
み
切
り
漫
画
が
期
間
限

定
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
手
が

け
た
の
は
南
吉
と
同
じ
半
田
市

出
身
の
漫
画
家
、
三
浦
よ
し
木

さ
ん
で
す
。
少
年
の
ほ
ろ
苦
い

初
恋
を
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
き

上
げ
た
漫
画
は
、
期
間
中
好
評

を
博
し
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん
は

も
と
も
と
、
南
吉
を
題
材
に
し

た
も
の
を
描
い
て
み
た
い
と
考

え
て
い
た
そ
う
で
、
数
あ
る
南

吉
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の

が
「
花
を
埋
め
る
」
で
し
た
。

作
中
の
風
景
が
自
然
に
イ
メ
ー

ジ
で
き
た
こ
と
や
、
想
像
の
余

地
が
あ
る
こ
と
が
理
由
で
、
実

際
に
漫
画
で
は
原
作
に
な
い
描

写
が
追
加
さ
れ
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
補
完
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
館
で
は
七
月
四
日（
日
）

ま
で
、
こ
の
漫
画
「
花
を
う
め

る
」
の
原
画
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
会
場
で
は
漫
画
の
原
画

を
全
て
展
示
し
て
い
る
た
め
、

読
ん
だ
こ
と
が
な
い
方
で
も
、

原
画
を
見
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー

を
追
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
作

品
に
描
か
れ
た
昔
の
遊
び
や
、

南
吉
の
初
恋
に
つ
い
て
も
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
会
期

中
、
館
内
の
カ
フ
ェ
＆
シ
ョ
ッ

プ
で
、
三
浦
さ
ん
が
描
き
下
ろ

し
た
イ
ラ
ス
ト
の
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

南
吉
記
念
館
図
書
室
で
毎
月
第
二
日
曜
日
に
、
南
吉
童
話
の
読
み

聞
か
せ
や
紙
芝
居
が
楽
し
め
る
「
お
は
な
し
会
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
「
お
は
な
し
会
」
を
主

催
し
て
い
る
の
は
、
地
元
の
朗

読
グ
ル
ー
プ
「
南
吉
童
話
お
話

の
会　

で
ん
で
ん
む
し
」
の
み

な
さ
ん
で
す
。
毎
回
四
十
五
分

ほ
ど
の
時
間
で
、
四
～
五
編
の

南
吉
作
品
を
紹
介
す
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
記
念
す
べ
き
第
一
回

が
、
四
月
十
一
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
と
い

う
こ
と
で
、
ま
ず
初
め
に
朗
読

さ
れ
た
の
は
〝
一
〟
が
つ
く
お

話
「
一
年
生
た
ち
と
ひ
よ
め
」

で
す
。
そ
れ
か
ら
「
き
つ
ね
の

つ
か
い
」
の
紙
芝
居
が
披
露
さ

れ
、
南
吉
の
お
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
第
三
十
二
回
新
美
南

吉
童
話
賞
で
オ
マ
ー
ジ
ュ
部
門

大
賞
に
輝
い
た
「
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
」
の
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」

の
作
者
・
久
守
芽
里
依
さ
ん
も

同
席
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
朗
読

に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
、「
狐
」
を
絵

本
で
読
み
聞
か
せ
し
た
り
、「
里

の
春
、
山
の
春
」
を
自
作
の
大

型
紙
芝
居
で
上
演
し
て
、
第
一

回
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
お
は
な
し
会
」
を
始
め
た

理
由
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
の

代
表
ま
つ
も
と
さ
ん
は
、「
私

た
ち
自
身
南
吉
の
お
話
が
好
き

で
す
し
、
定
期
的
に
開
催
す
る

こ
と
で
、
有
名
な
作
品
以
外
に

も
い
ろ
ん
な
南
吉
の
お
話
を
紹

介
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に

来
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
、

意
欲
を
覗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

毎
月
第
二
日
曜
日
、
午
前

十
一
時
か
ら
の
開
催
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
記
念
館
の
図
書
室
へ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

展示構成
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子どもの日は正八ちゃん（南吉の本名）に
なったつもりで楽しもう！

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

竹とんぼおじさんが
やってくる！

三浦よし木さんに似顔絵を
描いてもらおう！

ギャラリートーク

ごん吉くんの謎解き
クイズラリー

GON-ART

11:00 ～ 12:00
14:00 ～ 15:00

10:30 ～ 10:50
13:30 ～ 13:50

9:30 ～ 17:00

12:00 ～ 15:45

上記イベントには事前に整理券
を配布するものがあります。詳
しくは記念館ＨＰまで。

新美南吉記念館ＨＰ ▶

三
月
（
弥
生
）

▼
12
日　

つ
ば
さ
幼
稚
園
の
園

児
８
名
が
、
園
児
た
ち
が
折
っ

た
約
５
０
０
個
の
貝
殻
を
代
表

し
て
記
念
館
へ
贈
呈
▼
13
日

「
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
教
室
」。
12

名
参
加
▼
14
日　

第
32
回
新
美

南
吉
童
話
賞
表
彰
式
。
於
記
念

館
会
議
室
▼
19
日　

第
32
回
新

美
南
吉
童
話
賞
オ
マ
ー
ジ
ュ
部

門
大
賞
受
賞
者
の
久
守
芽
里
依

さ
ん
が
、
受
賞
作
を
収
録
し
た

自
費
出
版
本
を
記
念
館
へ
寄
贈

▼
同
日　

朝
日
新
聞
の
「
わ
が

ま
ち
お
宝
館
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

記
念
館
が
紹
介
さ
れ
る

　

こ
れ
ま
で
「
新
美
南
吉
記
念

館
だ
よ
り
」
は
年
六
回
、
隔
月

で
発
行
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

号
よ
り
年
四
回
の
発
行
に
変
更

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
変
わ
ら
ず
南
吉

や
記
念
館
の
最
新
情
報
に
つ
い

て
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

新
美
南
吉
記
念
館
だ
よ
り
は

年
四
回
の
発
行
に
な
り
ま
す

三浦よし木 漫画「花をうめる」原画展
― 作品に描かれた「遊び」と「恋」―

期間　7 月 4 日（日）まで
場所　記念館展示室
観覧料　220 円（中学生以下無料）

　半田市出身の漫画家・三
浦よし木さんが新美南吉の
短編小説「花を埋める」を
漫画化されました。その原
画を全て展示します。詳細
は右頁をご覧ください。

© 三浦よし木

日
誌
抄
‥

童話作家を目指す方や童話の創作に興味を
持つ方々を対象にした講座です。（全 2回）

日時　5 月 30 日（日）10 時～ 12 時
　　　7 月 4 日（日）10 時～ 13 時
場所　アイプラザ半田・第 1 会議室
講師　高橋一元氏（東海学園大学人文学部教授）
対象　中学生以下
定員　20 名（先着順）
受講料　1,000 円
申込み　南吉記念館まで電話でお申込みくだ
　　　　さい。（☎ 0569-26-4888）

童話創作講座 正八ちゃんの端午の節句正八ちゃんの端午の節句

５月４日（火・祝）、５日（水・祝）



今年も 6月 1日（火）から創作童話の募集を開始します。多くの方からのご応募をお待ちしています。

【応募期間】　令和３年 6 月 1 日（火）～ 9 月 10 日（金）
　　　　　　　※当日の消印有効。海外から発送したものは当日必着。

【賞　　金】　最優秀賞…１編　賞金 50 万円　※両部門を対象に選考します。オマージュ部門より最優

　　　　　　　  秀賞を受賞した場合、ダブル受賞となりますが賞金の重複はありません（最大賞金額 50 万円）。

　　　　　　　 自由創作部門／優秀賞‥一般の部 2 編　賞金 5 万円、その他の部各 1 編　賞品３万円　ほか

　　　　          新美南吉オマージュ部門／大賞１編　賞金 10 万円、優秀賞１編　賞金 5 万円　ほか

【発　　表】　令和３年 11 月下旬予定（入選者のみに連絡）

　　　　　  　  ※ＨＰでは、受賞者と併せて一次審査通過者も氏名または筆名と都道府県を発表します。

　　　　　　　　※新型コロナウィルス感染拡大の状況により、発表および表彰式の日程、形式が変更となり得ます。

【応募／問合せ先】　新美南吉記念館　新美南吉童話賞係
                           〒 475-0966 愛知県半田市岩滑西町 1-10-1

　　　　　　　　　   ☎ 0569-26-4888　http://www.nankichi.gr.jp

●審査員　藤田のぼる（児童文学評論家）、酒井晶
まさ

代
よ

（児童文学研究者）、富安陽子（児童文学作家）、

　　　　　山本悦子（児童文学作家）、知多管内小中学校教諭　ほか

主　催　半田市教育委員会

共　催　新美南吉顕彰会、公益社団法人半田青年会議所

後　援　文化庁、愛知県、愛知県教育委員会、安城市教育委員会、中日新聞社

協　賛　ミツカングループ、知多信用金庫、半田信用金庫

部　門 様　式 枚　数

自由創作部門 一般の部（高校生以上） 400 字詰原稿用紙 7 枚以内

中学生の部 〃 5 枚以内

小学生高学年の部（4 年生以上） 〃 5 枚以内

小学生低学年の部 〃 3 枚以内

新美南吉オマージュ部門 小学生～一般 〃 7 枚以内

【募集部門】

オマージュとは「尊敬・敬意・賞賛」という意味のフランス語です。この

部門は、新美南吉の作品に通じるテーマで、新たな童話を創作するという

ものです。対象作品は新美南吉が書いた童話・小説・戯曲から１作品を選

び、単なる物語の続きやパロディではなく作品から感じたことをテーマに、

新しい童話を創作してください。

※対象作品の作中人物を登場させる必要はありません。時代、舞台、動物

と人間という関係や登場人物同士の関係など、原作にとらわれず自由に設

定してください。参考にホームページで南吉作品 6 編を掲載しています。

新美南吉オマージュ部門

テーマは自由です。

上記の応募規

定をよく確認

のうえ、ご応

募ください。

自由創作部門

【応募規定】
●日本語で書かれた童話を創作してください。自作未発表で、他の創作童話賞へ同時に応募をしていないも
　のに限ります。合作は不可。※同人誌や校内文芸誌、WEB などに掲載した作品は「発表」に含みます。

　※自由創作部門と新美南吉オマージュ部門それぞれに別作品を応募、受賞することは可能です。

●原稿は必ず縦書きで、濃い筆記用具を使用してください。（パソコンの場合も紙は横向き、1 枚 20 字×
　20 行で印刷）※原稿用紙には、題名（欄外でも可）と、本文のみ書いてください。

●応募票または、部門名（オマージュ部門の場合は選んだ作品名も）、題名、郵便番号、住所、氏名（学生の
　場合は保護者名も）、年齢（学生の場合は学校名・学年も）、電話番号（携帯電話でも可）を記載したＡ４
　判の紙を 1 作品につき 1 枚添えてください。※応募票は南吉記念館のＨＰからダウンロードもできます。

●応募作品の返却はいたしません。入選作品の著作権は半田市教育委員会に帰属するものとします。


